
床吹き出しグリル　　施工手順書

　ただし、コマを下げ過ぎると脱落の原因となります。

※

※本体を外す際は必ず固定用ネジを緩めてください。

◆通行の障害となる様な場所や机の下等には

　⇒表面の変色の原因となります。

　⇒製品の脱落・破損・故障の原因となります。

　注意：取扱いを誤った場合、使用者が軽傷または物的損害を負う恐れがある。

警告

注意

禁 止

禁 止

必ず守る

◆部品構成と名称

本製品は、素材を生かした

※警告：取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う恐れがある。

S2560-V3

　加工の為個体差が多少あります。

　　施工後は本施工手順書も含め添付品をお客様へお渡しください。

◆製品の分解・改造はしないでください。

　強い衝撃を与えないでください。
　⇒製品が破損の原因となります。

　⇒故障の原因となります。

◆重いものを落としたり、ぶつけたり等

◆水や洗剤・ワックス等を使用しないでください。

　施工しないでください。
　⇒製品の破損・故障の原因となります。

◆容易に点検できる乾燥した場所に施工してください。
　⇒故障の原因となります。

◆床に堅固に取付けてください。

◆安全に関する重要な内容です。
　　施工のまえに本施工手順書を必ずお読みください。

◆養生テープ等のテープ類を長時間貼り付けたままに
　しないでください。
　　⇒メッキや塗装が剥がれる原因となります。

固定コマでフロアパネルを挟みます。

本体裏面のテープを剥がし、開口に納め
ボックス固定用ネジ(2箇所)を締め込み

本体固定
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開口寸法確認

フロアパネルの開口を確認してください。

仕上材開口寸法

指定の寸法で仕上材を開口してください。

固定コマ

フタ

ワク

フタ

動作確認

仕上材を敷きフタをスライドさせ、
問題無く開閉することを確認してください。

固定用ネジ

※フロアパネルへの新規開口は推奨しません。
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警告 注意

必ず守る

◆部品構成と名称

S2560-V3

◆製品の分解・改造はしないでください。 ◆洗剤や化学薬品、ワックス等を使用
　しないでください。
　⇒製品の変色、腐食の原因となります。◆本製品の上に物を載せたり、強い衝撃を与えないで

　ください。
　⇒破損、けがの原因となります。

◆故意に水をかけないでください。

◆表面の汚れは、固く絞った濡れ雑巾等で
　拭き取ってください。

◆本製品は定期的に点検を行ない、乾いた布などで
　ホコリを取り除いてください。
　⇒開閉不良の原因となります。

必ず守る

保守・点検について

◆本製品が破損した場合は必ず使用を中止して
　ください。
　⇒けがの原因となります。

◆カバーの開閉動作時に手をはさまないよう
　注意してください。
   ⇒けがの原因となります。

◆安全に関する重要な内容です。
　 ご使用のまえに本取扱説明書を必ずお読みください。 本取扱説明書は必ず保管してください。
※警告：取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う恐れがある。
　注意：取扱いを誤った場合、使用者が軽傷または物的損害を負う恐れがある。

床吹き出しグリル　　取扱説明書

東日本：042-795-7648 / 西日本：06-6350-1361

■ お問い合わせ先

フタを矢印の方向にスライドさせると、
空気口のOPEN・CLOSEが行えます。
本図は風量0%時です。

ワク

固定コマ

フタ
フタ

フタ フタ

ワク
OPEN

CLOSE

この刻印は風向きを示します。

空気口

左右のフタのどちらかをOPENの方向に
スライドさせると、50%の風量に
なります。　図は一例を示します。

フタ(CLOSE) フタ(CLOSE)

ワク

フタ(OPEN) フタ(OPEN)

ワク

左右のフタの両方をOPENの方向に
スライドさせると、100%の風量に
なります。

必ず守る

フタ(OPEN) フタ(CLOSE)

ワク

使用しない場合は必ずCLOSE状態に
してください。


